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地球温暖化の予測と
脱温暖化社会形成の必要性

東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻

同 サステイナビリティ学連携研究機構(IR3S)

花 木 啓 祐
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最近の温暖化予測

気候変動に関する政府間パネル(IPCC)
第４次報告書（AR4)

2007年2月2日
WG1（第１作業部会）報告書
（政策決定者向けサマリー）

気候の安定化に向けて直ちに行動を！
－科学者からの国民への緊急メッセージ－

（日本）
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IPCC AR4 WG1の主な結果

１） 加速する温暖化と顕在化する影響

気温上昇、海面水位上昇、海氷面積減少、氷
床の融解

「地球の温暖化に疑う余地はない」

２） 人為的な影響は明らか

人為起源の温室効果ガスの増加によってもた
らされた可能性がかなり高い

３） このままの排出の継続は危機的状況を
生む

4（気象庁による暫定翻訳版）
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（気象庁による暫定翻訳版）

6

危害をもたらさない温暖化の水準

気候変動防止枠組み条約(UNFCCC)
条約の目的

「大気中の温室効果ガスの濃度を、人間活動
が気候システムへ危害をもたらさないような
水準で、安定させること」

危害をもたらさない水準は？
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ＩＰＣＣ第３次評価報告書

植生変化、サンゴ礁の白化などの
脆弱な生態系への影響

水文・水資源、農林水産業、人の健康
などへの影響が多地域で発現

気候の様相の変化、海洋大循環の
停止、南極・グリーンランド氷床の
崩壊等の、大規模かつ不可逆な影響

国際的な議論に

温暖化影響による安定化目標を検討するための
出発点としての“2℃” ＜脱温暖化2050プロジェクト＞
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気温上昇を2℃以下に抑えるには、大気中
GHG濃度を475ppm以下にする必要がある
•2050年のGHG排出量を世界全体で、1990年
レベルの50%以下に削減する必要がある
•日本はそれ以上（60-80％）の削減が求められ
る可能性。欧州諸国（英国60％削減、ドイツ
80％削減、フランス75％削減）でも検討。

Greenhouse gasesとは
温室効果をひき起こす
ガス：CO2以外にメタン、

亜酸化窒素、フロンなど

温度上昇（世界平均） 全ガス排出量推移（世界）

GHG475ppm

GHG: 温室効果ガス
（Greenhouse gases）

約50%削減
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肱岡（NIES）他

＜脱温暖化2050プロジェクト＞
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低炭素経済に向けた
シナリオ国際比較

低炭素社会に
向けた削減目標IB1

IA2

Japan 2050 
scenario 

米：技術・温暖化ビジネス
市場でのおくれ？

欧州：国家戦略として検討
日本：長期戦略確立の要

途上国：今からの誘導が有効
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Germany
METI, Japan
2030 scenario

Shuzo Nishioka, Junichi Fujino; 
NIES COP11 and COP/MOP1 side event
Global Challenges Toward 
Low-Carbon Economy (LCE), Dec.3, 2005

JAPAN
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イギリス政府
気候変動法案
（2007年3月）

●法的拘束力のあるCO2削減目標の設定－CO2排
出量を1990年レベルから、2050年までに60％、
2020年までに26-32％削減する。

●法的拘束力のある「炭素予算」システム（5年更新）
の創設－イギリスの目標達成への道筋を示し、低
炭素技術への企業や個人の投資を促進する。

(翻訳：EICネット)
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脱温暖化への道筋を
どのように描けばいいのか？

通常の通常の
対策ケー対策ケースス
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↓60%削減

↓80%削減

↓40% 削減

フォアキャスティング
現状から考えられる方法
の延長で将来を考える

技術・制度・行動における技術・制度・行動における
InnovationInnovation（（==革新、創新）革新、創新）

すべての対策の組合せすべての対策の組合せ

省エネ技術開発省エネ技術開発
エネ供給システム変更エネ供給システム変更

人
々
が
住
み
た
い

と
思
う
社
会

バックキャスティング
目標とすべき社会を
想定し、将来から現在
の対策を考える＜脱温暖化2050プロジェクト＞
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脱温暖化社会とは

京都議定書は短期の目標
第一約束期間（2008-2012年）

長期対策を同時並行で立て、実行

社会全体の変革が必要

脱温暖化社会
脱温暖化2050年社会とは、
先進国の問題（高福祉高負担など）を抱えながら、
一人ひとりが活き活きと生きる／働けるよう
みんなが協力して、脱温暖化を実現する社会
（脱温暖化2050プロジェクトより）
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2050年脱温暖化社会の描写例（脱温暖化2050プロジェクト）

社会・文化的価値を尊ぶより便利で快適な社会を目指す

地産地消、必要な分の生産・消費
もったいない

集中生産・リサイクル
技術によるブレイクスルー

分散型/コミュニティ重視都市型/個人を大事に

ビジョン B: ゆとり、サツキとメイの家ビジョンA: 活力、ドラえもんの社会

絵：今川朱美

人々の考え方、人口、国土・都市、生活・家庭、経済・産業
に関する叙述的なシナリオを開発している 14

二次エネルギー消費量 (Mtoe)
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エネルギー需要
削減

70%削減を可能にする各部門の需要対策の効果
（脱温暖化2050プロジェクト）

産業部門：構造転換と省エネルギー技術導入等で20～40％。
運輸旅客部門：適切な国土利用、エネルギー効率、炭素強度改善等で80％。
運輸貨物部門：輸送システムの効率化、輸送機器のエネルギー効率改善等で60～70％。
家庭部門：利便性の高い居住空間と省エネルギー性能が両立した住宅への誘導で50％。
業務部門：快適なサービス空間／働きやすいオフィスと省エネ機器の効率改善で40％。

2000年に比べて40-45％の削減
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石炭 石油 ガス バイオマス 原子力 水力 太陽・風力等

70%削減を可能にする需要削減・供給側エネルギー構成例
（脱温暖化2050プロジェクト）

炭素隔離貯留（CCS）や水素など大規模なエネルギー技術が、
シナリオBでは太陽光や風力、バイオマスなど比較的規模の小さい
分散的なエネルギー技術が受け入れられやすいと想定した
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脱温暖化社会に求められるもの

技術的な対策導入というよりは望ましい社
会の実現

温暖化問題解決のみが目標ではない

循環型社会の実現

環境共生型社会の実現

高い生活の質の実現

社会の活力の維持


